
まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

主な内容
地震など災害から身を守るために（町の
助成制度）、町職員を募集
第 2次生涯学習推進計画を策定
国保税を引き上げ、厳しい財政ご理解を
図書館コーナー
インフォメーション
保健予防のコーナー
みんなの広場
来年 1月から「プラマーク製品」は分別収集
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④
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新
一
年
生
、
胸
弾
ま
せ

　
満
開
の
桜
が
咲
き
誇
り
、
う
ら
ら
か
な
陽
気
に
包
ま
れ
た
4
月
8
日
、
町
内

3
小
学
校
の
入
学
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
新
入
生
が
新
し
く
始
ま
る
学
校
生
活
へ

の
期
待
に
胸
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
小
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。【
写
真
は
佐

山
小
学
校
】（
18
ペ
ー
ジ
「
み
ん
な
の
広
場
」
で
も
入
園
・
入
学
式
の
写
真
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。）
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●
耐
震
診
断
の
助
成

●
耐
震
改
修
の
助
成

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
震
度
７
の
巨
大
地

震
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
生
命
、
財
産
が

奪
わ
れ
ま
し
た
。
関
西
地
域
で
も
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。地
震
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
し
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
に
か
か
る

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
間
（
診
断
・
改
修
と
も
に
）

　

平
成
27
年
2
月
2
日

（月）
ま
で

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
、

居
住
部
分
が
2
分
の
1
以
上
の
木
造
一
戸
建

て
住
宅
で
、「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震

診
断
」に
よ
る
自
己
診
断
の
結
果
が
９
点
未
満

住
宅
の
耐
震
診
断
・

改
修
費
用
を
助
成

地
震
な
ど
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
！

の
住
宅

■
補
助
限
度
額

　

４
８
，０
０
０
円

　

耐
震
診
断
士
の
交
通
費
実
費
分（
3,
0
0
0

円
）と
、
床
面
積
が
2
4
0
平
方
㍍
を
超
え

る
住
宅
に
か
か
る
耐
震
診
断
費
用
の
一
部
に

自
己
負
担
が
必
要
で
す
。

■
申
請
の
流
れ

（1）
総
務
課
へ
資
料
請
求

　

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
人
に
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診

断
」と「
耐
震
診
断
士
派
遣
申
請
書
」を
お
送

り
し
ま
す
。

（2）
自
己
診
断
・
診
断
申
込

　
「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」で

自
己
診
断
し
、
結
果
が
評
点
合
計
9
点
未
満

の
住
宅
の
場
合
に
申
請
で
き
ま
す
。

　

申
請
時
に
は
、
面
積
や
構
造
、
用
途
等
が

確
認
で
き
る
登
記
簿
や
建
築
確
認
の
写
し
な

ど
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
者
が
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
に
な

り
ま
す
。

（3）
書
類
審
査
、
診
断
実
施

　

①
申
請
後
、
書
類
審
査
を
実
施
し
、
耐
震

診
断
士
の
派
遣
を
決
定
し
ま
す
。
②
耐
震
診

断
士
が
、
耐
震
診
断
日
を
調
整
し
ま
す
。
③

耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
、
耐
震
診

断
士
の
交
通
費
実
費
分
と
し
て
3,
0
0
0

円
の
お
支
払
い
が
必
要
で
す
。

　

後
日
、
耐
震
診
断
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
耐
震
改
修
に
関
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
で
評
点
が
1.
0
未

満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
耐
震
改
修
さ
れ
る

場
合
は
、
耐
震
改
修
に
最
高
90
万
円
を
助
成

し
ま
す
。

■
補
助
額

　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
設
計
及
び
工
事
に

要
す
る
費
用
の
額
の
4
分
の
3
以
内
の
額

（
最
高
90
万
円
、
1,
0
0
0
円
未
満
の
端
数

切
り
捨
て
）

■
資
料
請
求

　

改
修
を
希
望
す
る
人
は
総
務
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。「
久
御
山
町
木
造
住
宅
耐
震
改
修

事
業
の
手
引
き
」を
お
送
り
し
ま
す
。

■
契
約
前
に
補
助
金
申
請
を
！

　

補
助
金
の
申
請
を
お
こ
な
う
前
に
、
耐
震

平成２６年10月採用予定

町職員を募集
受付期間
5月7日（水）～30日（金）

○屋根の軽量化

耐震改修の例

○構造用合板を貼る

○細いすじかい
　を太くする
○すじかいを
　タスキ掛けにする

○すじかいを設ける

　

町
で
は
、
平
成
26
年
10
月
1
日
採
用
予

定
の
久
御
山
町
職
員
採
用
試
験
を
、
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
】

　

日
時
／
6
月
22
日

（日）　

午
前
9
時
か
ら

場
所
／
久
御
山
町
役
場　

試
験
内
容
／
事

務
職
…
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査
、
集

団
面
接
試
験（
教
養
試
験
・
事
務
適
正
検
査

結
果
の
上
位
者
に
後
日
実
施
） 

保
健
師
…

教
養
試
験
、
保
健
師
の
専
門
試
験　

保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
…
教
養
試
験
、保
育
士
の

専
門
試
験

【
第
２
次
試
験
】

　

日
時
・
場
所
／
8
月
上
旬
。
第
１
次
試

験
合
格
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。
試
験

内
容
／
作
文
試
験
、
個
別
面
接
試
験

■
受
験
申
込
書

　

受
験
申
込
書
は
、
5
月
7
日

（水）
か
ら
総

務
課
で
配
布
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
必
要
書
類
を
添
え
て
５
月
７
日

（水）
～
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久御山町役場庁舎

高
齢
者
世
帯
な
ど
対
象

家
具
転
倒
防
止
器
具
の

設
置
に
補
助

消
防
団
の
役
員
が

決
ま
り
ま
し
た

設
計
や
補
強
工
事
の
契
約
を
締
結
し
て
し
ま

う
と
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

補
助
金
を
申
請
し
、「
交
付
決
定
通
知
書
」

（
町
が
審
査
後
に
発
行
）を
受
け
取
っ
て
か
ら

補
強
設
計
等
の
契
約
を
締
結
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
の
支
払
い
は
工
事
完
了
後

　

補
助
金
の
支
払
い
は
、
補
強
工
事
の
完
了

後
と
な
り
ま
す
。
交
付
決
定
通
知
を
受
け
て

い
て
も
補
強
工
事
を
取
り
や
め
た
場
合
な
ど

は
、
補
助
金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ
／
総
務
課

　

地
震
な
ど
で
家
具
の
転
倒
に
伴
う
ケ
ガ
の

防
止
や
、
転
倒
し
た
家
具
で
逃
げ
場
を
失
う

こ
と
が
な
い
よ
う
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
の

　

消
防
活
動
や
水
防
活
動
を
は
じ
め
、
火
災

予
防
の
警
戒
や
防
災
指
導
な
ど
、
災
害
か
ら

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問

わ
ず
活
動
す
る
久
御
山
町
消
防
団
の
平
成
26

年
度
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
消
防
団
は
団
長
・
副
団
長
以
下
2

分
団
10
部
と
女
性
消
防
団
で
編
成
さ
れ
、
団

員
数
は
1
9
3
人
で
す
。消
防
団
活
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
に
補
助
を
し
ま
す
。

■
申
込
期
間　

平
成
27
年
2
月
2
日

（月）
ま
で

■
対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
で
、
一
人
暮
ら
し
の
人

②
65
歳
以
上
の
人
だ
け
の
世
帯

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
、 

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
人

■
補
助
事
業
の
内
容　

居
住
す
る
住
宅
で
、

利
用
頻
度
が
高
い
寝
室
・
居
間
等
の
家
具

に
、
転
倒
を
防
止
す
る
た
め
の
器
具
を
設
置

し
ま
す
。
作
業
は
町
が
委
託
し
て
い
る
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
お
こ
な
い

ま
す
。

　

家
具
は
、
タ
ン
ス
、
本
棚
、
食
器
棚
な
ど

で
す
。

■
補
助
限
度
額　

5,
0
0
0
円　

※
設
置
費
用
が
5,
0
0
0
円
を
超
え
て
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
実
費
負
担
で
取
り
付
け

ま
す
。

■
必
要
書
類
等

①
申
請
書
、
確
約
書
等

　

役
場
の
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。
※
借
家

の
場
合
は
、
家
主
の
承
諾
も
必
要
で
す
。

②
証
明
書
類（
原
本
ま
た
は
コ
ピ
ー
）

　

住
民
票
、
免
許
証
、
保
険
証
、
障
害
者
手

帳
な
ど

■
手
続
き
の
流
れ

①
申
請
書
の
提
出

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、

必
要
な
書
類
を
添
付
の
う
え
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

②
決
定
通
知

　

申
請
書
の
内
容
を
審
査
し
、
町
か
ら
決
定

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

③
取
り
付
け
の
実
施

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
日
程
を

連
絡
し
、
取
り
付
け
に
伺
い
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
／
総
務
課

30
日

（金）
ま
で
の
間
に
、
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は

お
こ
な
い
ま
せ
ん
。
※
土
曜
日
・
日
曜
日

を
除
く
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
総
務
課

平成26年度　久御山町消防団役員名簿   （敬称略）

■募集職種・受験資格
採用予定人員 受験資格

事務職 若干名
１ 昭和63年4月2日から平成8年4月1日まで
　 に生まれた人
２ 高等学校卒業程度以上の学力を有する人

保健師 若干名
１ 昭和54年4月2日以降に生まれた人
２ 保健師の資格を有する人、または採用予定日
　 までに同資格を取得見込みの人

保育士・
幼稚園教諭 若干名

１ 昭和59年4月2日以降に生まれた人
２ 保育士・幼稚園教諭の資格・免許の両方を有
　 する人、または採用予定日までに同資格及び
　 免許を取得見込みの人

団　長 久　乗　清　和
副団長 村　田　和　弘
副団長 田　口　浩　嗣

第
１
分
団

分団長 末　葊　健　志
副分団長 溝　口　貴　秀
副分団長 阪　本　浩　一

第１部（佐古地区） 部　長 𠮷　川　勇　人
第２部（市田地区） 部　長 西　岡　正　晃
第３部（佐山地区） 部　長 宅　瀬　智　一
第４部（栄地区） 部　長 澤　﨑　誠　造
第５部（林地区） 部　長 中　野　匡　隆

第
２
分
団

分団長 田　中　　　望
副分団長 寺　内　優　介
副分団長 𠮷　川　和　孝

第１部
（北川顔・藤和田・大橋辺地区） 部　長 山　本　哲　也

第２部
（坊之池・野村地区） 部　長 川　嶋　裕　貴

第３部
（東一口・西一口地区）部　長 川　﨑　継　太

第４部
（相島・中島・森地区）部　長 原　田　耕　吉

第５部
（下津屋・田井・島田地区）部　長 田　口　茂　仁

女性消防団 部　長 稲　葉　和　代
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生
涯
学
習
っ
て
何
？

「
生
涯
学
習
」
と
言
え
ば
、何
か
堅
苦
し
く

感
じ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、人
そ
れ
ぞ
れ

充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
、自
ら
の
意

志
で
生
涯
を
通
じ
て
学
習
し
て
い
く
こ
と

で
す
。

そ
の
学
習
範
囲
は
、と
て
も
幅
が
広
く
、日

常
生
活
と
密
接
に
関
わ
り
合
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、普
段
何
気
な
く
し
て
い
る
読
書
や

音
楽
鑑
賞
な
ど
の
趣
味
的
な
活
動
、ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
な
ど
健
康
づ
く

り
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、身
近
な
所
で
お
こ
な

っ
て
い
る
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
生
涯
学
習
と
言
え
ま
す
。

生
涯
学
習
は
、生
ま
れ
た
時
か
ら
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

誕
生
す
る
と
す
ぐ
に
家
庭
で
両
親
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
人
間
的
な
信
頼
関
係
や
生

活
習
慣
を
学
習
し
ま
す
。や
が
て
学
校
に
通

い
、学
ぶ
能
力
や
知
識
を
学
び
、地
域
や
友
達

と
の
交
流
の
中
で
自
己
の
確
立
や
自
主
性
を

培
っ
て
い
き
ま
す
。社
会
に
出
る
と
、仕
事
に

関
わ
る
学
習
や
、豊
か
で
充
実
し
た
人
生
を

送
る
た
め
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
新
し
い

技
能
・
技
術
の
習
得
な
ど
自
発
的
な
学
習
を

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
社

会
で
お
こ
な
わ
れ
る
す
べ
て
の
学
習
を
生
涯

学
習
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、生
涯

学
習
は
、わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
き

て
い
く
姿
そ
の
も
の
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
の
基
本
方
針

■
基
本
的
視
点
と
生
涯
学
習
推
進
の
テ
ー
マ

計
画
で
は
、町
全
体
を
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
よ
う
な
一
つ
の
学
習
施
設
と
見
立
て
、

「
ま
な
ぶ
」「
そ
だ
て
る
」「
つ
な
ぐ
」「
さ
さ

え
る
」
と
い
っ
た
4
つ
の
視
点
を
関
連
さ
せ

な
が
ら
、生
涯
学
習
活
動
を
通
し
て
、人
が
つ

な
が
り
、地
域
が
つ
な
が
る
温
か
い
ま
ち
を

つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

町
に
住
ん
で
い
る
人
の
知
恵
、事
業
所
の

技
術
、自
然
や
歴
史
資
源
、公
共
施
設
、住
民

活
動
、行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
様
な
資
源
を

結
び
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
は
、住
民
が
さ
ら
に

学
び
を
深
め
、そ
の
成
果
を
地
域
に
還
元
で

き
る
学
び
の
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
り
、ま
た
、そ

の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
、人
と
人
が
つ
な
が
り

く
み
や
ま
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
っ
て
何
？

中
央
公
民
館
や
ゆ
う
ホ
ー
ル
な
ど
生

涯
学
習
施
設
に
加
え
て
、公
会
堂
や
学

校
施
設
、さ
ら
に
河
川
敷
な
ど
自
然
環

境
や
歴
史
・
文
化
遺
産
な
ど
も
、学
習
す

る
場
と
し
て
活
用
し
、町
全
体
を
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
な
、一
つ
の
「
生

涯
学
習
の
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
し

て
位
置
づ
け
る
考
え
方
で
す
。

生
涯
学
習
で
人
が
つ
な
が
る
温
か
い
ま
ち
　

「
く
み
や
ま
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の

深
化
を
目
指
し
て

第
２
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定●

町
全
体
を
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
見
立
て
、

　

多
様
な
資
源
を
結
ん
で
学
ぶ

そ
の
時
々
の
関
心
や
興
味
に
応
じ
て
学
ん
だ
り
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
し
て
、

充
実
し
た
“
と
き
”
を
過
ご
し
、
人
間
性
を
豊
か
に
す
る
「
生
涯
学
習
」。

久
御
山
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
自
ら
の
関
心
・
興
味
や
必
要
に
応
じ
て
、

主
体
的
に
取
り
組
む
学
習
プ
ラ
ン
「
第
２
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

「
ま
な
ぶ
」「
そ
だ
て
る
」「
つ
な
ぐ
」「
さ
さ
え
る
」
の
４
つ
の
視
点
を
関
連
付
け
な
が
ら
、

生
涯
学
習
活
動
を
通
し
て
、
人
が
つ
な
が
り
、

地
域
が
つ
な
が
る
温
か
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

今
号
で
は
、
こ
の
久
御
山
町
第
２
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。
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◀
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
「
童
謡
を
楽
し
む
会
」
は
、
人
気
の
教
室
で
す

地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
、

温
か
み
の
あ
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
図

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、本
計
画
の

テ
ー
マ
を
「
生
涯
学
習
で
人
が
つ
な
が
る
温

か
い
ま
ち 

く
み
や
ま
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
深
化
を
目
指
し
て
」と
し
て
い
ま
す
。

基
本
計
画

　

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

機
会
の
充
実

①
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備

住
民
の
誰
も
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
、自
己

選
択
に
よ
っ
て
多
様
な
学
習
が
で
き
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

今
日
的
な
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座

の
開
催
／
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
と
い
う
特
性

を
生
か
し
た
学
習
の
実
施
／
農
業
体
験
活
動

の
実
施

②
多
彩
な
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
充
実

文
化
芸
術
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
、多

彩
な
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

文
化
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
／
文
化
芸
術
活
動
を
お
こ
な

う
団
体
の
活
動
周
知

③
郷
土
愛
を
育
む
学
習

町
の
歴
史
・
文
化
の
保
存
と
継
承
に
努
め
、

そ
れ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、住
民

が
町
を
よ
く
知
り
、誇
り
が
も
て
る
よ
う
、郷

土
愛
を
育
む
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

（
６
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

１  

ま
な
ぶ

◀�

60
歳
以
上
の
人
の
学
習
を

支
援
す
る「
い
き
が
い
大
学
」
◀�

楽
し
み
な
が
ら
料
理
の
腕
を
磨

く
「
男
の
料
理
教
室
」

▲絵本の読み聞かせに子どもたちは夢中
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【
取
り
組
み
例
】

旧
山
田
家
住
宅
長
屋
門
等
の
修
復
と
活

用
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
久
御
山
の
伝
統
行
事
」
の
貸

与
／
ふ
る
さ
と
教
室
の
開
催
／
歴
史
・
文
化

に
関
わ
る
活
動
を
す
る
団
体
へ
の
支
援
／
く

み
や
ま
遺
跡
展
示
室
の
運
営

④
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
推
進
や
障
害
の
あ
る
人
（
子
ど
も
）

の
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

【
取
り
組
み
例
】

小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
／

総
合
体
育
館
の
運
営
／
町
民
運
動
会
の
開
催

／
事
業
所
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　

人
材
の
育
成

①
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
育
成

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
生

か
し
な
が
ら
学
び
、心
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

幼
保
一
体
的
運
営
／
久
御
山
学
園
の
推

進
／
国
際
理
解
教
育
の
推
進
／
子
ど
も
の
読

書
活
動
の
推
進

②
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上

家
庭
・
地
域
・
学
校
が
連
携
し
、家
庭
・
地

域
の
教
育
力
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

学
校
運
営
協
議
会
設
置
／
ま
な
び
塾
の

実
施
／
子
育
て
支
援
学
級
の
開
催
／
あ
い
さ

つ
運
動
の
実
施

③
地
域
の
人
材
発
掘
と
育
成

地
域
で
の
生
涯
学
習
指
導
者
・
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
の
発
掘
と
育
成
に
努
め
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

生
涯
学
習
指
導
者
の
発
掘
・
育
成
／
ス
ポ

ー
ツ
指
導
者
の
発
掘
・
育
成
／
人
材
バ
ン
ク

制
度
の
整
理
と
周
知

④
各
種
団
体
の
活
動
活
性
化

生
涯
学
習
活
動
を
お
こ
な
う
各
種
団
体

等
へ
の
支
援
を
継
続
し
、そ
れ
ら
の
団
体
の

成
果
を
生
か
し
地
域
活
動
に
取
り
組
め
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

生
涯
学
習
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
情

報
提
供
／
各
種
団
体
間
の
交
流
促
進

タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

充
実
と
活
用

①
拠
点
施
設
の
運
営

タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
核
と
な
る
生
涯

学
習
施
設
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
運
営
し

ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

中
央
公
民
館
、ゆ
う
ホ
ー
ル
の
運
営
／
図

書
館
の
運
営
／
総
合
体
育
館
、ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
運
営
／
荒
見
苑
、保
健
セ
ン
タ
ー
、さ
つ

き
苑
、い
き
い
き
ホ
ー
ル
、あ
い
あ
い
ホ
ー
ル

の
運
営

②
地
域
資
源
の
活
用

学
校
施
設
や
公
会
堂
、河
川
敷
な
ど
の
自

然
環
境
を
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
開
拓
し
ま

す
。

【
取
り
組
み
例
】

学
校
施
設
の
開
放
／
公
会
堂
等
の
有
効

活
用
／
木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場
の
活
用
／

野
鳥
観
察
会
の
開
催
／
出
前
講
座
の
周
知

③
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
情
報
発
信

タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
情
報
を
共
有

し
、広
く
住
民
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
生
涯
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
整
理
／
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

の
発
信

④
学
習
成
果
を
生
か
す
場
の
充
実

学
習
成
果
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
成
果
を
発

表
す
る
場
、交
流
す
る
場
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

【
取
り
組
み
例
】

各
サ
ー
ク
ル
等
の
展
示
、発
表
会
／
町
民

文
化
祭
の
開
催
／
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体

の
大
会

　

生
涯
学
習
推
進

体
制
の
整
備

①
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
推
進
体
制
づ
く
り

住
民
参
加
に
よ
る
進
捗
管
理
体
制
を
整

備
し
、住
民
や
地
域
団
体
と
の
協
働
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

生
涯
学
習
推
進
計
画
の
進
捗
管
理
／
生

涯
学
習
に
つ
い
て
の
職
員
研
修
／
町
政
モ
ニ

タ
ー
制
度
／
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
事
業
／
住
民
討

２　

そ
だ
て
る

３　

つ
な
ぐ

４　

さ
さ
え
る

1.�生涯学習・生涯スポ
ーツの機会の充実

　あらゆる世代が「ま

なぶ」、「スポーツをす

る」ことによって、充実

した生活を送ることを

大切にします。

2.人材の育成
　次代を担う子どもたち

を心豊かに「そだてる」

こと、学習・スポーツ活動

の成果を地域へ還元でき

る人材を「そだてる」こ

とを大切にします。

3.�タウンキャンパスの
充実と活用

　たくさんの人が、学び

たいときやスポーツし

たいときにいつでもで

きる環境をつくるため

に、身近な学習の場を増

やし、相互に「つなぐ」こ

とを大切にします。

4.�生涯学習推進体制
の整備

　住民と協働し、関係

機関と連携を図り、住

民の生涯学習・生涯ス

ポーツの主体的な活動

を「ささえる」ことを大

切にします。

生涯学習で
人がつながる
温かいまち
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ィ
ア
支
援
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

各
種
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社
協
が
お
こ
な
う
地
域
福
祉
活
動
は
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
会
費
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
人
た
ち
へ
の
支
援
や
地
域
福
祉
事
業

の
活
性
化
の
た
め
、皆
さ
ん
の
ご
支
援
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集

～
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
～

社
会
福
祉
協
議
会
は
、地

域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
団
体
と

し
て
、地
域
の
見
守
り
活
動

や
サ
ロ
ン
活
動
、ボ
ラ
ン
テ

議
会
／
委
員
公
募
制

②
関
係
機
関
と
の
連
携

他
の
自
治
体
、各
種
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団

体
、各
事
業
所
、大
学
等
教
育
機
関
と
の
連
携

を
図
り
、生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進

し
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

他
自
治
体
と
の
情
報
交
換
／
各
種
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
情
報
共
有
／
町
内
事
業

所
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
促
進
／
事
業
所
へ
の
出

前
講
座

③
情
報
の
収
集
・
提
供

生
涯
学
習
情
報
を
収
集
・
整
理
し
、効
果

的
な
情
報
提
供
を
お
こ
な
い
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

広
報
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
放
送
等
に
よ
る
情
報
提
供
／
地
域
の
歴

史
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
広
報

④
相
談
体
制
の
充
実

学
習
活
動
に
お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
、

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
取
り
組
み
例
】

生
涯
学
習
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
相

談
窓
口
の
充
実

生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の

重
点
基
本
施
策

１　

郷
土
愛
を
育
む
学
習

久
御
山
町
に
は
、悠
久
の
ま
ち
の
歩
み
を

物
語
る
も
の
と
し
て
、古
代
の
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
埋
蔵
文
化
財
を
は
じ
め
、寺
院
が
所

有
す
る
仏
像
、漁
具
や
民
具
な
ど
の
民
俗
資

料
な
ど
、自
然
・
歴
史
・
文
化
遺
産
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
を
広
く
町
内
外
に
発

信
し
、住
民
の
誇
れ
る
地
域
資
源
に
し
て
い

く
こ
と
で
郷
土
愛
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

中
で
も「
巨
椋
池
」や「
旧
山
田
家
住
宅
長

屋
門
」
な
ど
の
貴
重
な
歴
史
的
文
化
遺
産
を

町
の
歴
史
・
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
活
用

を
図
り
ま
す
。

２　

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
の
向
上

家
庭
教
育
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
を

「
地
域
の
子
ど
も
」と
し
て
見
守
り
育
ん
で
い

く
た
め
、地
域
社
会
で
家
庭
教
育
を
支
援
す

る
一
環
と
し
て
、あ
い
さ
つ
運
動
の
輪
を
町

全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
広
げ
て
い
き
ま
す
。

く
住
民
に
普
及
す
る
た
め
に
、キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
一
元
化
さ
れ
た
分
か

り
や
す
い
情
報
提
供
が
必
要
で
す
。自
分
た

ち
が
求
め
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、い
つ
ど

こ
で
ど
ん
な
方
法
で
実
施
さ
れ
る
の
か
を
、

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

４　

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
推
進
体
制
づ
く
り

こ
れ
ま
で
の
行
政
に
よ
る
学
習
の
場
や

機
会
の
提
供
か
ら
、住
民
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、住
民
主
体
で

動
く
こ
と
が
で
き
る
人
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

住
民
が
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、学
ん
だ
こ
と

を
生
か
せ
る
よ
う
支
援
し
、生
涯
学
習
活
動

に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、住
民
の
町
政
へ
の
関
心
や
理
解
を

深
め
、住
民
が
学
習
成
果
を
生
か
し
て
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

�

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
人
た
ち
の

愛
情
や
信
頼
、豊
か
な「
体
験
活
動
」
に
よ
っ

て
、健
や
か
に
育
つ
よ
う
、子
ど
も
た
ち
の
安

心
な
居
場
所
で
あ
る
「
ま
な
び
塾
」
を
各
地

域
に
拡
大
し
、地
域
活
動
の
中
で
、子
ど
も
た

ち
に
生
き
る
力
、豊
か
な
心
を
身
に
付
け
ら

れ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。さ
ら
に
、地

域
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
子
育
て
の
サ
イ
ク
ル
が
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

３　

タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
情
報
発
信

タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
う
概
念
を
広

赤
十
字
の
活
動
資
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

日
本
赤
十
字
社
で
は
、毎
年
5
月
を
「
赤

十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、赤
十
字
の
活
動

へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
、活
動
資
金
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
社
員
の
増
強
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

国
内
外
に
お
い
て
、大
規
模
な
地
震
や
台

風
な
ど
の
自
然
災
害
、大
事
故
に
見
舞
わ
れ

た
被
災
地
に
、医
療
救
護
活
動
や
救
援
物
資

の
搬
送
、義
援
金
の
募
集
な
ど
、被
災
地
域
の

復
興
を
目
指
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。ま
た
、救
急
法
な
ど
の
健
康
安
全
講
習
、

医
療
事
業
や
血
液
事
業
の
推
進
、日
本
赤
十

字
社
の
様
々
な
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
強
化
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
よ
り
一
層
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、多
く
の
資
金
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。�

問
合
せ
／
長
寿
健
康
課 ▲田井まなび塾
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国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
上
げ

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、高

齢
化
の
進
行
や
社
会
構
造
の
変
化
、高

度
な
診
療
等
に
よ
る
医
療
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、非
常
に
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
安
定
し
た
運
営
を
続
け
て

い
く
た
め
、平
成
26
年
度
か
ら
、や
む

な
く
平
均
7.7
％
の
引
き
上
げ
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、病
気
や
け
が
を
し
た

と
き
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、お
互
い

に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

運
営
は
、「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」

と
し
て
、独
自
の
会
計
で
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。財

源
は
、皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
税
を
は
じ
め
、国
・
府
な
ど
の
支
出
金

（
交
付
金
）や
、町
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、そ
の
主
な
使
い

道
は
、保
険
給
付
費
で
あ

る
医
療
費
や
出
産
育
児

一
時
金
な
ど
で
、こ
の
保

険
給
付
費
は
年
々
増
加

し
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算
で
も
14
億
２，

２
７
５
万
円
を
見
込
み
、
歳
出
全
体
の
67．

9
％
を
占
め
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
①
）。

グ
ラ
フ
②
は
、加
入
者
1
人
当
た
り
の
医

療
費
の
推
移
で
す
。平
成
20
年
度
に
２
０
９，

３
０
６
円
で
あ
っ
た
の
が
、
24
年
度
で
は

２
５
３，
０
８
９
円
と
な
り
、
4
年
間
で
約

４
４，
０
０
０
円（
２１
％
）も
増
え
て
い
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
や
人
間

ド
ッ
ク
費
用
の
助
成
な
ど
に
よ
り
、加
入
者

の
健
康
の
保
持
・
増
進
や
、疾
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
、生
活
習
慣
病
予
防
の
推
進
な

ど
、医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す
が
、加

入
者
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど

に
よ
り
、医
療
費
は
年
々
増
加
し
、国
保
財
政

は
大
変
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
か
ら

財
政
支
援

受
け
て
運
営

�

こ
の
た
め
、
毎
年
、

町
の
一
般
会
計
か
ら

独
自
の
財
政
支
援
を

受
け
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
国
民
健
康
保

険
の
財
源
の
う
ち
、
町
独
自
の
財
政
支
援

分
（
加
入
者
1
人
当
た
り
）は
、平
成
24
年
度

で
１
２，
１
５
１
円
（
全
体
で
６，
３
４
６
万

円
）、
25
年
度
で
は
１
６，
１
３
０
円
（
同
８，

３
６
８
万
円
）を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

て
国
保
財
政
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、一
般

会
計
の
財
政
事
情
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
で

最
小
限
度
の
引
き
上
げ
に

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、平
成
26
年
度
の

国
保
事
業
の
運
営
を
旧
税
率
の
ま
ま
で
実
施

し
た
場
合
、約
８，
０
０
０
万
円
の
財
源
不
足

と
な
り
ま
す
。

本
来
な
ら
全
額
、加
入
者
の
保
険
税
で
賄

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、上

昇
抑
制
策
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支

援
を
約
４，
７
０
０
万
円
繰
り
入
れ
る
こ
と

と
し
、必
要
最
小
限
の
保
険
税
の
改
定
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
定
の
内
容
は
、表
の
と
お
り
で
す
。平

均
改
定
率
は
、7.

7
％
に
な
り
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
医
療
費
の

適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す

　

医
療
費
の
伸
び
に
対
す
る
保
険
税
負
担
の

増
加
を
軽
減
す
る
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き

厳しい財政状況、
ご理解ご協力願います

0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

209,306円
223,344円

242,682円 241,520円 253,089円

グラフ② 1 人当たりの医療費の推移

※�国民健康保険税は、医療分・後期分・介護分（40～64歳の加入者のみ）の合計額となります。
※�上記の金額は年額です。年度途中で加入・脱退された場合は月割で計算します。

グラフ① 歳出総額 20億9,560万円の内訳

拠出金
2億4,107万円
11.5％

その他
4,659万円 2.2％

支援金等
3億8,519万円
18.4％ 保険給付費

14億2,275万円
67.9％

（平成26年度予算）

表　平成26年度保険税の改定内容

区　分 平成25年度
（改正前）

平成26年度
（改正後） 増　減

医
療
分

所得割 課税所得×6.4% 課税所得×6.9% 0.50%

均等割 加入者1人当たり 24,500円 26,200円 1,700円

平等割 １世帯当たり 20,800円 22,000円 1,200円

限度額 １世帯当たり 51万円 51万円 据え置き

後
期
分

所得割 課税所得×1.7% 課税所得×1.8% 0.10%

均等割 加入者1人当たり 6,600円 7,100円 500円

平等割 １世帯当たり 5,500円 5,800円 300円

限度額 １世帯当たり 14万円 16万円 2万円

介
護
分

所得割 課税所得×1.9% 課税所得×1.9% 据え置き

均等割 加入者1人当たり 7,800円 7,800円 据え置き

平等割 １世帯当たり 6,300円 6,300円 据え置き

限度額 １世帯当たり 12万円 14万円 2万円
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税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

医
療
費
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
現
在
、
都
道
府
県
の
一

元
化
に
向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
制
度
の
構
築
に
向

け
て
、
積
極
的
に
国
等
へ
要
望
を
お
こ
な
っ

　

平
成
26
年
度
の
町
税
の
納
期
は
、左
表
の
と

お
り
で
す
。納
期
内
に
税
金
を
納
め
な
い
と
、

督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
納
税
通
知
書
と
納
付
書
は
一
括
し
て
送
付

　

町
（
府
）民
税
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、国
民
健
康
保
険
税
の
「
納
税
通
知
書
」
と

「
納
付
書
」は
一
括
し
て
送
付
し
ま
す
。

※��

口
座
振
替
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、納
税
通
知
書
だ
け
お
送
り
し
ま
す
。

◇ 

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税　

5
月
に
全

期
分
（
1
～
4
期
分
）の
納
付
書
を
送
付

し
ま
す
。

◇ 

町（
府
）民
税　

6
月
に
全
期
分（
1
～
4
期

分
）の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

◇ 

国
民
健
康
保
険
税　

6
月
に
全
期
分（
1
～

10
期
分
）の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

◇ 

軽
自
動
車
税　

1
台
ご
と
に
納
付
書
を
作

成
し
、5
月
に
所
有
者
ご
と
に
ま
と
め
て
送

付
し
ま
す
。

※��

町（
府
）民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
が
年
金

か
ら
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）さ
れ
る
人

は
、納
期
が
異
な
り
ま
す
。「
納
税
通
知
書
」

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※��

税
額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、そ
の
都

度
納
付
書

を
送
付
し

ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
24
時
間
納
付
可
能

　

手
数
料
不
要
で
、休
日
、夜
間
を
気
に
し
な

く
て
も
よ
い
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す
。納
付
取
扱
コ
ン
ビ
ニ
は
、納

付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、バ
ー

コ
ー
ド
印
字
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、コ
ン
ビ

ニ
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

　

町
へ
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
は
、納
期
限
ま

で
に
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
納
付
取
扱
場
所

に
出
向
い
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
忙
し
く
て
、な
か
な
か
納
付
に

行
く
時
間
が
な
い
」、「
税
に
よ
っ
て
納
期
が

異
な
る
の
で
、つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま

う
」
な
ど
と
い
う
人
に
は
、口
座
振
替
に
よ
る

納
付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
利
用
で
き
る
税
金
は
、
町

（
府
）民
税
、固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、軽

自
動
車
税
、国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

■
口
座
振
替
の
手
続
き
は
？

��

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、取
引
の
あ
る
金
融

機
関
（
取
扱
金
融
機
関
）へ
口
座
振
替
納
付
依

頼
書
と
預
金
通
帳
の
届
け
出
印
を
持
参
の
う

え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。口
座
振
替
納
付

依
頼
書
は
、納
付
書
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す

が
、各
金
融
機
関
の
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

　

京
都
銀
行
、京
都
信
用
金
庫
、京
都
中
央
信

用
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
口
座
を
お
持
ち
の

人
は
、役
場
税
務
課
へ
預
貯
金
口
座
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、専
用
の
機

械
に
暗
証
番
号
を
入
力
い
た
だ
く
だ
け
で
口

座
振
替
の
登
録
が
で
き
ま
す
。

��

口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
る
と
、そ
れ
ぞ
れ

の
納
期
限
ご
と
に
自
動
的
に
口
座
か
ら
振
り

替
え
を
し
ま
す
。一
度
申
し
込
む
と
、翌
年
度

か
ら
も
継
続
し
て
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
の

で
、毎
年
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

な
お
、口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
人
に
は
、各
税
の
最
終
納
期
の
翌
月
に
「
領

収
済
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

■
引
き
落
と
し
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
？

��

預
金
残
高
不
足
等
の
た
め
に
引
き
落
と
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、改
め
て
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
金
融
機
関
等
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
保
険
税
の
納
付
を
し
や
す
く
す
る

た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
や
ペ
イ
ジ
ー
に

よ
る
口
座
振
替
受
付
を
実
施
し
、
収
納
率
の

向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
医
療
費
抑
制

　

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ�

っ
と
し
た
心
が
け
で
医

療
費
の
上
昇
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
食
生
活
の
見
直
し
や
適
度
な
運
動
を

◆
定
期
的
に
健
康
診
断
を

◆
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

◆
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ご
利
用
を

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

26
年
度
町
税
の
納
期

納期月 税目・期別

5 月
固定資産税・都市計画税
（第1期）
軽自動車税（全期）

6月 町（府）民税（第1期）
国民健康保険税（第1期）

7月
固定資産税・都市計画税
（第2期）
国民健康保険税（第2期）

8月 町（府）民税（第2期）
国民健康保険税（第3期）

9月 国民健康保険税（第4期）

10 月
固定資産税・都市計画税
（第3期）
国民健康保険税（第5期）

11 月 町（府）民税（第3期）
国民健康保険税（第6期）

12 月
固定資産税・都市計画税
（第4期）
国民健康保険税（第7期）

1月 町（府）民税（第4期）
国民健康保険税（第8期）

2月 国民健康保険税（第9期）

3月 国民健康保険税（第10期）

■町税の納期

※��引き落としは各納期の最終日とな
ります。
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

こ
ど
も
の
読
書
週
間
記
念

「
お
た
の
し
み
会
」5
月
10
日
㈯

「
こ
ど
も
の
読
書
週

間
」（
4
月
23
日
～
5
月

12
日
）を
記
念
し
て「
お

た
の
し
み
会
」を
開
催
し

ま
す
。
ご
家
族
、お
友
達
と
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
5
月
10
日
㈯�

午
前
10
時
30
分

～
11
時
30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

内

容
／
昔
な
が
ら
の
紙
芝
居　

出
演
／
「
あ

お
く
ま
」こ
と
小お
が
さ
わ
ら

笠
原
優ま

さ
る

さ
ん

ふ
る
さ
と
教
室
の
参
加
者
募
集

　

町
で
は
、
地
域
文
化
の
再
発
見
と
ふ

る
さ
と
久
御
山
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

「
ふ
る
さ
と
教
室
」
を
開
き
ま
す
。

　

日
程
／
年
間
4
回
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
季
）�

詳
細
は
未
定　

対
象
／
18
歳
以
上
の
町
内

在
住
ま
た
は
在
勤
者
で
4
回
と
も
参
加
で

き
る
人　

内
容
／
①
文
化
・
歴
史
の
講
座

②
町
内
文
化
財
等
見
学
③
④
町
外
文
化
財

等
見
学　

定
員
／
30
人
（
申
込
が
30
人
を

超
え
る
場
合
は
抽
選
で
決
定
）　

申
込
／

5
月
7
日
㈬
～
13
日
㈫
＝
土
・
日
曜
日
を

除
く
＝　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で
に
、

必
ず
本
人
が
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

来
庁
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
費
用
／
入
館
料
・

拝
観
料
・
昼
食
等　

問
合
せ
／
社
会
教
育

課

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

鉄童の旅
佐川�光晴／著　実業之日本社

　両親と幼児期の記憶がない私は、
偶然にも自分の過去を知る。「鉄童」
と呼ばれ、同時に鉄道との深い縁を
思い知らされる。

春、戻る
瀬尾�まいこ／著　集英社

　結婚を控えたさくらの前に突然兄
と名乗る青年が現れた。明らかに年
下の兄は、さくらの困惑をよそに嫁
ぎ先にも顔を出し…。

青い舌の怪獣をさがせ！
ドリ－・ヒルスタッド・バトラー／作　国土社

��名探偵犬バディは小学校のセラ
ピー犬として活躍中。ある日、図書室
で小さな怪獣と出くわし、正体を調
べ始めるが…。

おたまじゃくしのしょうがっこう
かこ�さとし／作・絵　偕成社

　お母さんがえるを先生に、おたま
じゃくし達は俳句に算数に日々勉強。
頑張ったご褒美に遠足に出かけると
…。

お
う
ち
で
栽
培
～
野
菜
や
ハ
ー
ブ
を

育
て
る
楽
し
み
～

　

お
う
ち
で
野
菜
や
ハ
ー
ブ
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
月
は
、
野
菜
の
栽
培
に
関
す
る

お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

�

オ
ス
ス
メ
本

プ
ラ
ン
タ
ー
で
育
て
る
有
機・無
農
薬
野
菜

�
　
藤
田
智
／
監
修

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

　

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
の
基
本
か
ら
病

気
と
害
虫
対
策
法
ま
で
、
様
々
な
工

夫
や
コ
ツ
を
イ
ラ
ス
ト
で
伝
授
。

育
て
て
楽
し
む

は
じ
め
て
の
緑
の
カ
ー
テ
ン

緑
の
カ
ー
テ
ン
応
援
団
／
著

家
の
光
協
会

　

見
て
楽
し
み
、
食
べ
て
楽
し
み
、

涼
を
楽
し
む
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
つ
く

り
方
を
豊
富
な
写
真
で
わ
か
り
や
す

く
解
説
。

キ
ッ
チ
ン
ハ
ー
ブ
26
種
の
育
て
方
＆
レ
シ
ピ

主
婦
の
友
社
／
編

主
婦
の
友
社

　

料
理
に
使
え
る
ハ
ー
ブ
の
栽
培
方

法
と
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹

介
。

エ
デ
ィ
の
や
さ
い
ば
た
け�

（
児
童
書
）

サ
ラ
ガ
ー
ラ
ン
ド
／
作　

ま
き
ふ
み
え
／
訳

福
音
館
書
店

　

家
の
庭
に
自
分
の
畑
を
も
ら
っ
た

エ
デ
ィ
。
土
を
耕
し
て
種
ま
き
を
し

ま
す
。
ど
ん
な
野
菜
が
実
っ
た
の
か

な
？

新着図書の紹介

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30 31

1

8

15

22

7

14

21

28 29

5月の図書館スケジュール

●

す
で
日
館
休
は
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耳寄
り情
報局
♪

60
年
間
の
写
真
や
思
い
出
を
募
集

町
制
施
行
60
周
年
・
町
民
文
化
祭

今
年
は
、町
制
施
行
60
周
年
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、60
年
間
の
久
御
山
町
を

振
り
返
り
、未
来
の
久
御
山
町
を
考
え
る
こ

と
を
目
的
に
、今
秋
、「
特
別
展
示
」を
企
画
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
久
御
山
町
で
の
思
い

出
を
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容
／
久
御
山
町
が
誕
生
し
て
か

ら
60
年
間
の
思
い
出（
２
０
０
字
程
度
の
作

文
）と
、思
い
出
に
ま
つ
わ
る
写
真
な
ど（
例

え
ば
、久
御
山
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
時
の

思
い
出
、京
都
国
体
で
の
思
い
出
な
ど
。
作

文
だ
け
、写
真
だ
け
の
応
募
も
可
。）　

応
募

期
間
／
5
月
１
日
㈭
～
8
月
29
日
㈮
ま
で
に

社
会
教
育
課
へ　

そ
の

他
／
町
民
文
化
祭
の
出

品
・
出
演
・
出
店
に
つ

い
て
は
、９
月
初
旬
か
ら

募
集
し
ま
す
。
問
合
せ

／
社
会
教
育
課

町
総
体
の
参
加
者
募
集

町
体
育
協
会
で
は
、町
総
体
の
各
種
大

会
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
申
込
は
、ゴ
ル
フ
競
技

大
会
、卓
球
大
会
以
外
は
体
育
協
会
事
務

局（
総
合
体
育
館
内
☎
０
７
７
４
（
４
４
）

２
２
０
５
）へ

■
第
21
回
ゴ
ル
フ
競
技
大
会

日
時
／
5
月
18
日
㈰
、

5
月
21
日
㈬　

※
参
加
日

を
選
択　

場
所
／
宇
治
田

原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
、ゴ
ル
フ

協
会
会
員（
即
日
入
会
可
能
。
入
会
金
１，

０
０
０
円
）　

参
加
費
／
２，
０
０
０
円　

プ

レ
ー
費
／
日
曜
開
催
１
２，
５
０
０
円
、平
日

開
催
８，
０
０
０
円（
平
日
は
昼
食
付
き
）　

申
込
／
5
月
3
日
㈯
ま
で
に
校
区
別
担
当
幹

事
に
参
加
費
を
添
え
、参
加
日（
日
曜
・
平
日
）

を
明
記
し
て
申
込
を
。
そ
の
他
／
グ
ロ
ス
成

績
上
位
6
位
は
府
民
総
体
ゴ
ル
フ
競
技
大
会

に
出
場
で
き
ま
す
。
但
し
、府
民
総
体
の
出

場
資
格
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。
問
合

せ
／
町
ゴ
ル
フ
協
会
会
長�
小
坂
守
さ
ん
☎

０
７
７
４（
４
１
）７
２
２
３

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時
／
5
月
18
日

㈰　

午
前
9
時
～　

場
所
／
中
央
公
園
庭

球
場　

種
目
／
男
女
各
ダ
ブ
ル
ス　

対
象
／

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、在
学
者（
小
学
生
不

可
）。
但
し
、交
流
参
加
と
し
て
オ
ー
プ
ン
参

加
も
認
め
る
。
参
加
費
／
一
般（
高
校
生
以

上
）
１，
０
０
０
円
、中
学
生
５
０
０
円　

申

込
／
5
月
10
日
㈯
ま
で
に
体
育
協
会
事
務
局

へ
。
電
話
可
。

■
卓
球
大
会

日
時
／
5
月
25
日
㈰　

午
前
9
時
～　

場
所
／
総
合
体
育
館　

対
象
／
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
人（
中
学
生
以
上
）及
び
町
卓

球
協
会
登
録
者　

種
目
／
団
体
戦（
男
女
各

1
～
2
部
）、個
人
戦（
女
子
1
～
3
部
、男
子

Ｓ
級
、男
子
1
～
3
部
）　

※
男
女
混
成
チ
ー

ム
は
男
子
チ
ー
ム
に
含
む（
但
し
女
子
1
人

の
み
の
混
合
）　

参
加
費
／
団
体
戦（
2
～

3
名
）1
チ
ー
ム�

一
般
２，
０
０
０
円
、高
校

生
１，
０
０
０
円
、　

中
学
生
無
料　

個
人
戦�

一
般
５
０
０
円
、高
校
生
３
０
０
円
、中
学
生

無
料
。
当
日
徴
収
。
町
内
中
学
生
は
申
込
書

に
分
か
る
よ
う
に
明
記
を
。
※
一
般
と
学
生

の
混
成
チ
ー
ム
は
一
般
料
金
と
な
り
ま
す
。

申
込
／
4
月
30
日
㈬
ま
で
に
町
卓
球
協
会
会

長�

松
本
茂
樹
さ
ん
☎
０
９
０（
３
１
６
９
）

７
７
５
２
へ
。
電
話
可
。

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
／
6
月
1
日
㈰�

午
前
9
時
～　

場
所
／

総
合
体
育
館　

対
象

／
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
18
歳
以
上
の
男
女

各
チ
ー
ム（
高
校
生
不
可
）��

募
集
数
／
6
チ

ー
ム（
先
着
順
）　

参
加
費
／
1
チ
ー
ム�

１，

０
０
０
円（
当
日
徴
収
）　

申
込
／
5
月
18
日

㈰
ま
で
に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。電
話
不
可
。

■
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

日
時
／
6
月
8
日
㈰　

午
前
9
時
～　

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

対
象
／

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、在
学
者（
高
校
生
以

上
）、所
属
ク
ラ
ブ
員　

種
目
／
男
女
各
ダ

ブ
ル
ス　

参
加
費
／
1
ペ
ア�

１，
０
０
０
円

（
当
日
徴
収
）��

申
込
／
5
月
25
日
㈰
ま
で
に

体
育
協
会
事
務
局
へ
。
電
話
可

町
民
プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

町
民
プ
ー
ル
の
監
視
員
と
事
務
員
を
募

集
し
ま
す
。

勤
務
期
間
／
7
月
15
日
㈫
～
8
月
31
日

㈰　

勤
務
時
間
／
①
監
視
員�

午
前
9
時
～

午
後
5
時
30
分　

②
事
務
員�

午
前
9
時
30

分
～
午
後
5
時
30
分　

応
募
資
格
／
18
歳
以

上
の
人
で
、7
月
6
日
㈰
の
普
通
救
命
講
習

会
及
び
業
務
説
明
会
に
参
加
で
き
る
人（
高

校
生
を
除
く
）　

募
集
人
数
／
①
30
人
②
8

人　

賃
金
／
①
平
日
７，
０
０
０
円
、土
曜
・

日
曜
日
、祝
日
、お
盆
７，
５
０
０
円　

②
平

日
５，
８
０
０
円
、土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
、お

盆
６，
３
０
０
円　

面
接
／
6
月
14
日
㈯
・

15
日
㈰　

い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時

（
午
前
11
時
～
正
午
を
除
く
）　

申
込
・
問
合

せ
／
6
月
13
日
㈮
ま
で
に
、写
真
を
貼
っ
た

履
歴
書
を
持
参
の
う
え
、久
御
山
町
文
化
ス

ポ
ー
ツ
事
業
団（
総
合
体
育
館
内
）へ
。

皐
月
展
の
出
展
募
集

町
豊
か
な
心
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」の
一
環
と
し
て
、5
月

27
日
か
ら
30
日
ま
で
開
催
す
る「
第
15
回
皐

月
展
」の
出
展
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
展
で
き
る
人
／
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
者　

出
展
数
／
一
人
5
点
以
内（
※
会
場

の
都
合
に
よ
り
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
）　

申
込
／
5
月
14
日
㈬
ま

で
に
、町
豊
か
な
心
づ
く

り
推
進
協
議
会
事
務
局(

役
場
環
境
保
全
課
内)

へ
。

そ
の
他
／
出
展
者
全
員
に

参
加
賞
を
贈
呈

募
集
・
催
し
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こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

町
で
は
、家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
で
、心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
人
を
対
象
に
、仲
間
と

交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た

だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
5
月
2
日
㈮
、16
日
㈮　

午
前
11

時
～
午
後
２
時　

場
所

／
中
央
公
民
館　

内
容

／
料
理
作
り　

問
合
せ

／
住
民
福
祉
課

手
話
教
室

初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
あ
い
さ
つ

や
自
己
紹
介
が
で
き
る
手
話
を
学
び
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
の
教
室
は
、手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門

課
程
対
応
で
す
。

日
時
／
5
月
20
日
か
ら
9
月
2
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日（
７
月
22
日
、8
月
12
日
は
休

講
） 

午
後
7
時
～
9
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー

ル　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者　

定

員
／
10
人　

受
講
料
・
教
材
費
／
無
料　

申
込
・
問
合
せ
／
5
月
13

日
㈫
ま
で
に
住
民
福
祉
課

へ
。電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
可
。

ス
キ
ッ
プ
広
場

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気

軽
に
集
ま
っ
て
、一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育

て
の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に

関
係
な
く
、ど
こ
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。

日
時
／
５
月
13
日
㈫　

午
前
10
時
～
11

時
30
分　

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保

育
所　

内
容
／
園
庭
開
放　

対
象
／
町
内
在

住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち
物
／
着

替
え
・
水
筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

今
年
で
、19
回
を
迎
え

る「
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ

り
」を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
地
域
福
祉
に
関

係
す
る
41
の
団
体
が
参
画

し
、多
く
の
展
示
や
模
擬
店
な
ど
の
ブ
ー
ス

が
並
ぶ
予
定
で
す
。
子
ど
も
向
け
の
お
も
ち

ゃ
作
り
コ
ー
ナ
ー
や
読
み
き
か
せ
、子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
ブ
ー
ス
も
並
び
ま
す
の
で
友
達

同
士
や
ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
く
み
や
ま
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」も

同
時
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
5
月
18
日
㈰　

午
前
10
時
～
午

後
3
時　

場
所
／
役
場
中
庭
交
流
広
場
・
１

階
ロ
ビ
ー
、中
央
公
民
館　

内
容
／
ス
テ
ー

ジ
発
表
、模
擬
店
、バ
ザ
ー
、健
康
コ
ー
ナ
ー

ほ
か　

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、子
育
て
中
の
親
子
を

対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を

お
こ
な
い
ま
す
。

日
時
／
5
月
20
日
㈫ 

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

集
合
場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル 

ロ
ビ
ー 

時
間
厳
守　

内
容
／
い
ち
ご
狩
り　

※
い
ち

ご
の
生
育
状
況
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
／
未
就
園
の
子
ど

も
と
保
護
者　

定
員
／
25
組（
先
着
順
）　

参

加
費
／
1
組
２
０
０
円　

持
ち
物
／
お
茶
、

タ
オ
ル　

申
込
／
5
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮　

問
合
せ
／
同
協
議
会

洛
北
ウ
ォ
ー
ク　

歩
こ
う
会

行
先
／
宝
ヶ
池
、深
泥
ヶ
池
、太
田
神
社
、

上
賀
茂
神
社（
7
㎞
）　

日
時
／
5
月
10
日

㈯ 

雨
天
の
場
合
5
月
14
日
㈬ 

近
鉄
大
久
保

駅
９
時
集
合
、9
時
26
分
出
発　

持
ち
物
／

弁
当
、飲
料
、タ
オ
ル
、帽
子
、敷
物
、ゴ
ミ
袋

等　

費
用
／
交
通
費
1，
1
６
０
円　

申
込
・

問
合
せ
／
歩
こ
う
会
の
安
西
修
二
さ
ん
☎

０
７
７
４(

４
３)

６
０
３
２

母
子
家
庭
奨
学
金

京
都
府
で
は
、母
子
家
庭
奨
学
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
奨
学
金
の
申
請
は
毎
年
度
必

要
で
す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
申
請
月
の
翌
月

か
ら
の
支
給
と
な
り
、支
給
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、府
の
他
の
奨
学
金
制
度
と
あ
わ
せ

て
の
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
／
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
親
な
ど　

申
込･

問
合
せ
／
5
月
30
日
㈮
ま
で
に
、住

民
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
民
生
児

童
委
員
ま
た
は
母
子
福
祉
推
進
員
の
証
明
を

受
け
、同
課
へ
。

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者

は
、原
則
と
し
て
3
年
以
内
ご
と
に
、都
道
府

県
知
事
が
お
こ
な
う
危
険
物
の
取
扱
作
業
の

保
安
に
関
す
る
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。保
安
講
習
を
受
講
し
な
い
場
合
は
、

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
は
、町
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

日
時
／
6
月
27
日
㈮　

午
後
1
時
30
分

お
し
ら
せ
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nformation

★ 大久保託児所 ★★ 大久保託児所 ★★ 大久保託児所 ★
託児時間 9時～18時
（早朝保育も行っています）

保育園などの
空き待ちの方も
ご利用ください

宇治市大久保町北ノ山35番地1（大久保自動車教習所のお隣）TEL:0774-43-4959

全員保育士が預かります♪全員保育士が預かります♪

入 会 金
30分利用
早朝料金
回 数 券
半 月 極
月 極

1,050円
250円
350円
5,000円
28,000円
35,000円

～
4
時
30
分　

場
所
／
宇
治
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
宇
治
琵
琶
）　

定
員
／

１
８
０
人　

申
請
受
付
期
間
／
5
月
7
日
㈬

～
5
月
13
日
㈫　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30

分（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）　

申

請
書
提
出
先
／
（
一
社
）京
都
府
危
険
物
安

全
協
会
連
合
会(
京
都
市
上
京
区
西
洞
院
通

下
立
売
上
ル 
京
都
府
庁
西
別
館
3
階　

☎

０
７
５(

４
１
５)
０
０
３
８)

忘
れ
ず
に
！
国
民
年
金
の
手
続
き

　

国
民
年
金
は
、国
内
に
住
む
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

　

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
る
と
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
左

表
の
よ
う
な
と
き
は
忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

☎

０
５
７
０(

０
５)

１
１
６
５
、Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ

Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３(

６
７
０
０)

１
１
６
５
、

ま
た
は
国
保
医
療
課

中
小
企
業
低
利
融
資
制
度(

マ
ル
久
）の

別
枠
融
資
を
創
設

消
費
税
増
税
に
伴
う
資
金
繰
を
支
援
す

る
た
め
、今
年
の
5
月
1
日
か
ら
9
月
30
日

ま
で
の
期
間
限
定
で
、町
中
小
企
業
低
利
融

資
制
度(

マ
ル
久)

の
融
資
枠
を
通
常
枠
と
は

別
に
設
け
ま
し
た
。　

相
談
、申
込
は
、取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

融
資
限
度
額
／
運
転
資
金
で
2
０
０
万

円
以
内　

利
率
／
年
1.8
％　

融
資
期
間
／
5

年　

融
資
対
象
／
別
途
要
件
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
産
業
課

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、人
権
擁
護
相
談
は
、差
別

や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

5
月
13
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

役
場
１
階
相
談
室
１　

午
後
1
時
～
3
時 

ゆ
う
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
2

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】(

社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

5
月
15
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時
30
分　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人(

要
予
約
）

相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度
。

【
消
費
生
活
相
談
】

　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
4
時　

役
場
2
階
会
議
室
22

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、家
庭
の
問
題
、仕

事
、対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

5
月
13
日
㈫
、27
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前

10
時
～
午
後
1
時　

※
面
接
・
電
話
相
談
と

も
前
日
ま
で
に
総
務
課
に
申
込
を
。
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
。

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
15
日
㈭　

午
後
1
時
～
4
時　

佐

山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※
電
話
で
の

相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時
～
午
後
4

時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
心
配
ご
と
相
談
】（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

5
月
8
日
㈭
、22
日
㈭　

午
後
1
時
～
4

時　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る

相
談
】（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
管
理
が
不
安
な(

で
き
な
い)

人
に

対
し
て
、自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め

の
相
談
で
す
。電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

5
月
8
日
㈭　

午
後
1
時
～
4
時　

地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

専
用
電
話
：
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４
２
１

相
談
時
間
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

相
談

届出が必要な場合 届出先

就
職
・
退
職

就職して厚生年金（共済組合）
の資格を取得した 勤務先

退職して厚生年金（共済組合）
の資格を喪失した 国保医療課

退職して厚生年金（共済組合）
に加入している配偶者に扶養
されるようになった

配偶者の
勤務先

配偶者が厚生年金（共済組合）
に加入している会社に就職し
て扶養されるようになった

配偶者の
勤務先

配偶者が厚生年金（共済組合）
に加入している会社を退職し
て扶養されなくなった

国保医療課

結
婚
・
離
婚

結婚して厚生年金（共済組合）
に加入している配偶者に扶養
されるようになった

配偶者の
勤務先

離婚して厚生年金（共済組合）
に加入している配偶者に扶養
されなくなった

国保医療課

増
収
・
減
収

収入が増えて厚生年金（共済
組合）に加入している配偶者
に扶養されなくなった

国保医療課

収入が減って厚生年金（共済
組合）に加入している配偶者
に扶養されるようになった

配偶者の
勤務先
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町
の
施
設

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
5
月
8
日
㈭
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口(

午
前
９
時
～
午
後
９
時
）へ
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無

料
で
す
。

週
末
の
星
空
観
察
会

日
時
／
5
月
3
日
㈯ 

午
後
8
時
～
9
時 

月
と
惑
星
を
観
察　

17
日
㈯ 

午
後
8
時
～

9
時 

惑
星
と
春
の
星
座
を
観
察(

受
付
は
当

日
の
終
了
時
間
の
30
分
前
ま
で
）　

対
象
／

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
但
し
、小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
を
。
雨
天
・

曇
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

親
子
天
体
教
室

日
時
／
5
月
3
日
㈯　

午
後
7
時
～
8
時　

対
象

／
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
星
や
星
座
の
見
つ

け
方
と
望
遠
鏡
の
操
作
を
学
習
し
ま
す
。
定

員
／
10
組

漢
字
出
直
し
塾

日
時
／
5
月
9
日
㈮
、23
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す
。
定
員
／

30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。
費
用
／
１
０
０
円

漢
字
の
達
人
教
室

日
時
／
5
月
10
日
㈯  

午
前
9
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
～

6
年
生　

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、文

字
を
丁
寧
に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
定
員

／
20
人

小
学
生(
親
子)

科
学
教
室
・

太
陽
観
察
会

日
時
／
5
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午　

太
陽

観
察
会
は
午
前
11
時
か
ら

で
す
。
対
象
／
町
内
在
住

の
小
学
生
以
上
。
但
し
1
～
3
年
生
は
保
護

者
同
伴
が
必
要
。
内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
太

陽
の
観
察
と
太
陽
位
置
測
定
器
を
作
り
ま

す
。
定
員
／
10
組

童
謡
を
楽
し
む
会

日
時
／
5
月
14
日
㈬
、28
日
㈬　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
概
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
先
生

の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
童
謡
な
ど
を
楽
し
く

歌
い
ま
す
。定
員
／
60
人(

申
込
不
要
。当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要

で
す
。

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
時
／
5
月
15
日
㈭　

午
前
10
時
～
11

時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
概
ね
50
歳
以

上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
脳
の
若
返
り
を
は
か
り
ま
す
。
定
員
／
30

人
。
申
込
不
要
。
当
日
、直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。

小
学
生
工
作
教
室

日
時
／
5
月
17
日
㈯ 

①
午
前
9
時
～
正

午 

②
午
後
2
時
～
5
時 

18
日
㈰ 

③
午
前

９
時
～
正
午 

④
午
後
2
時
～
5
時　

※
①

～
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生　

内
容
／
杉
板

で
入
れ
物
を
作
り
ま
す
。
定
員
／
各
8
人　

費
用
／
２
０
０
円

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

日
時
／
5
月
21
日
㈬　

午
後
1
時
30
分

～
3
時
45
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

大
人
木
工
教
室

日
時
／
5
月
29
日

㈭　

午
前
9
時
30
分
～

午
後
4
時
30
分　

対
象

／
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
杉
板
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
入
れ
物
を
作
り
ま
す
。
定
員
／
8
人

費
用
／
５
０
０
円
程
度

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
5
月
24
日
㈯　

午
前
9
時
30
分

～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中

学
生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら

楽
し
く
学
び
ま
す
。
定
員
／
20
人

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

日
時
／
5
月
10
日

㈯
、18
日
㈰
、25
日
㈰

午
前
10
時
～
10
時
40
分

5
月
12
日
㈪
、22
日
㈭
、

27
日
㈫ 

午
後
7
時
～

7
時
40
分　

※
い
ず
れ
か
一
日
選
ん
で
く
だ

さ
い
。
対
象
／
12
歳
以
上
の
人(

小
学
生
を

除
く)　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、機
器
を
利

用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
定
員
／
各
先
着
15
人　

費
用

／
５
０
０
円（
講
習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け

の
場
合
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料

の
み
必
要
。

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時
／
①
5
月
10
日
㈯ 

②
24
日
㈯ 

午
前

総
合
体
育
館

　

申
込
は
5
月
2
日
㈮　

午
前
9
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

 

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

　

申
込
は
５
月
2
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日　

５
日
㈪
開
館
、

　
　
　
　

  

７
日
㈬
休
館

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
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nformation

9
時
～
正
午　

対
象
／
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
、在
学

の
人　

種
目
／
①
小
学
生

用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、卓
球
、輪
投
げ
な
ど　

②
小
学

生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料

で
開
放
し
ま
す
。
申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
ば
打
ち
教
室

日
時
／
5
月
24
日

㈯
、5
月
31
日
㈯
の
2

回
コ
ー
ス 

午
前
9
時
30

分
～
正
午　

対
象
／
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内

容
／
手
打
ち
そ
ば
に
挑
戦
し
、出
汁
の
作
り
方

を
学
び
ま
す
。
講
師
／
西に
し
や
ま
た
い
す
け

山
隶
佑
さ
ん 

定
員

／
12
人　

費
用
／
１，
６
０
０
円　

持
ち
物
／

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん
・
タ
オ
ル
・
筆

記
用
具

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
の
お
知
ら
せ

年
間
講
座
と
し
て
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

都
合
に
よ
り
年
6
回
程
度
の
教
室
と
し
ま
す
。

開
催
日
は
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

草
花
教
室

日
時
／
5
月
27
日
㈫

午
前
10
時
～
11
時
、午

後
1
時
～
2
時　

対
象

／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人　

定
員
／
各

20
人(

先
着
順
）  

費
用
／
１，
０
０
０
円

写
真
教
室

日
時
と
場
所
／
6
月
6
日
㈮　

午
前
9
時

～
午
後
4
時 
滋
賀
農
業
公
園
ブ
ル
ー
メ
の
丘

6
月
16
日
㈪　

午
前
10
時
～
12
時 

荒
見
苑　

対
象
／
町
内
在
住
60
歳
以
上
で
2
日
と
も
参

加
で
き
る
人　

定
員
／
30
人(
先
着
順
） 

費
用

／
１，
３
０
０
円（
入
場
料
含
む
）

サ
ー
ク
ル
会
員
を
募
集

荒
見
苑
で
は
、次
の
サ
ー
ク
ル
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
華
道
サ
ー
ク
ル

一
緒
に
お
花
を
生
け
ま
せ
ん
か
？

講
師
／
未
生
流
・
小こ
じ
ま嶋

真ま

ゆ

み
由
美
さ
ん　

日

時
／
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日　

午
後
1
時
45

分
～
3
時
45
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人　

費
用
／
１，
１
０
０
円
程
度（
材

料
費
）

■
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

社
交
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
丁
寧
に
分
か
り
や

す
く
レ
ッ
ス
ン
し
ま
す
。
初
心
者
、大
歓
迎
で

す
。講

師
／
浜は
ま
だ田

美み

ち

こ
智
子
さ
ん　

日
時
／
毎
月

第
1
・
3
金
曜
日　

午

後
1
時
45
分
～
3
時

45
分　

対
象
／
町
内
在

住
、60
歳
以
上
の
人

子
ど
も
の
日
の
集
い

こ
い
の
ぼ
り
を
作
っ

て
、遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
5
月
1
日
㈭

午
前
10
時
～
正
午

親
子
ひ
ろ
ば

日
時
／
5
月
９
日
㈮
・
23
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階 

視
聴
覚
室

日
曜
開
館

ボ
ー
ル
プ
ー
ル
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
5
月
11
日
㈰　

午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時(
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用
は
、午
前
9

時
～
午
後
４
時
）

地
域
で
あ
そ
ぼ
う「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

今
月
は
、1
回
だ
け

の
開
催
で
す
。

日
時
／
5
月
16
日

㈮　

午
前
9
時
30
分
～

11
時
30
分　

場
所
／
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア

く
み
や
ま

離
乳
食
教
室

栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食
教
室
で
す
。

日
時
／
5
月
28
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
～

正
午　

対
象
／
１
歳
6
か
月
ま
で
の
乳
児
と

そ
の
保
護
者　

費
用
／

無
料　

申
込
／
5
月
21

日
㈬
ま
で

高
齢
者
と
の「
ほ
の
ぼ
の
交
流
会
」

町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
5
月
29
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

5
月
の
誕
生
会

毎
月
、そ
の
月
に
生
ま
れ
た
お
友
だ
ち
の
誕

生
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝
い
し

ま
し
ょ
う
。
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
28
日
㈬
ま
で
に
来
館
の
う
え
、申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
／
5
月
30
日
㈮　

午
前
11
時
20
分
～

中
央
公
民
館

　
申
込
は
5
月
2
日
㈮ 

午
前
9
時
か

ら
。
申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、

開
催
を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
休
館
日
】　
毎
週
水
曜
日
　

【
休
館
日
】毎
週
日
曜
日（
第
２
日
曜
日

　
　
　
　

 

を
除
く
）・
月
曜
日
・
祝
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル

　
申
込
は
5
月
7
日
㈬
か
ら
、
参
加
者

本
人
が
荒
見
苑
へ
。
電
話
可

【
休
苑
日
】　
毎
週
日
曜
日
、
祝
日
、　　

　
　
　

 　

 　
土
曜
日
の
午
後

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

荒
見
苑
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町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
者
を
対
象
に
、
半
日
人
間

ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
申
込
を
受
け
付
け
ま

す
。

　
【
申
込
】
5
月
1
日
㈭
～
5
月
16
日
㈮
ま

で
に
、
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
国

保
医
療
課
窓
口
へ
。
電
話
不
可
。

　
【
対
象
】
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人

①�

国
民
健
康
保
険
に
引
き
続
き
1
年
以
上
加

入
の
人
、

ま
た
は
後

期
高
齢
者

医
療
制
度

に
加
入
で
引
き
続
き
１
年
以
上
本
町
に
住

所
を
有
し
て
い
る
人

②
満
30
歳
以
上
の
人

③
入
院
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
な
い
人

④�

申
込
時
に
国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人

　
【
注
意
事
項
】
申
込
多
数
の
場
合
は
、
平

成
25
年
度
に
落
選
し
た
人
を
優
先
の
う
え
、

抽
選
と
し
ま
す
（
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）。�

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

寝
具
洗
濯
乾
燥

消
毒
サ
ー
ビ
ス

町
で
は
、
高
齢
者
を
対

象
に
寝
具
（
敷
布
団
、
掛

布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と

乾
燥
、
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。

対
象
／
65
歳
以
上
の
人
で
、寝
具
の
衛
生

的
な
管
理
が
困
難
な
人（
同
世
帯
に
管
理
が

で
き
る
人
が
い
る
場
合
は
除
く
）　

対
象
寝

具
／
敷
布
団
、掛
布
団
、毛
布�

各
１
枚　

費

用
／
敷
布
団（
綿
・
羊
毛
２
１
０
円
、羽
毛

２
２
０
円
）、掛
布
団（
綿
・
羊
毛
２
３
０
円
、

羽
毛
２
５
０
円
）、毛
布
７
０
円　

回
収
日
／

5
月
14
日
㈬
回
収
し
ま
す　

納
品
日
／
5
月

21
日
㈬
配
達
し
ま
す　

申
込
・
問
合
せ
／
5

月
8
日
㈭
ま
で
に
、長
寿
健
康
課
へ
。

110番消費生活消費生活 vol.186

「特殊詐欺�13年�最悪の480億
円�警察庁」。これはオレオレ詐欺
や架空請求詐欺などの特殊詐欺が
増え続けていることを伝える今年
2月6日の新聞報道の見出しです。
なぜこうも被害が増え続けるの
でしょうか？　詐欺容疑で検挙さ
れる者は、使い走り役のごく一部
の者だけともいわれています。こ
の記事を見て、陰でほくそえんで
いる者がいるとすれば、腹立たし
いことです。
その反面、金融機関の窓口の職
員の機転と働きで、振り込め詐欺
が大きく減少したことは唯一のう
れしいニュースでした。市民の手
で犯罪被害防止ができたのですか
ら。そのほかにも、報道されずあ
まり知られてはいませんが、市民
レベルや行政レベルでの様々な取
り組みがなされていることも事実
です。

しかし、最初の疑問に戻ります。
増え続ける被害は本当に食い止めら
れないのでしょうか？　現実は厳し
く、各地で起こっている情報を集約・
分析し、犯罪を犯罪者の側から断ち
切るすべは見えてきません。それほ
ど特殊詐欺はいたちごっこを繰り返
しているのです。訴えてもどうしよ
うもないとあきらめた経験をお持ち
の人も多いのではないでしょうか。
また私たちの中にも、「だまされるほ
うも悪い」と暗にほのめかす風潮は
ないでしょうか。商品・サービス取
引に係る犯罪に毅然と対応すること
がなければ、偽物が幅を利かせ、健全
な市場経済の発展もおぼつかないこ
とになってしまいます。
そこで、被害に遭わないために、私た

ち一人ひとりが自衛するための注意を
繰り返し呼びかけたいと思います。
詐欺を働こうとする者は、親切な
顔をして巧みに近づいてくるといい

ます。簡単に人を疑うようなこと
はしたくない気持ちもあると思い
ますが、お金が絡む見知らぬ相手
の親切な態度は、必ず疑うべきで
す。
また、すべての取引で言えるこ
とですが、取引の証拠は一定期間
きちんと保存すべきです。例えば
それは、お金を支払った記録、契約
書や領収書、契約締結前後におけ
る相手とのやりとりの経過記録な
どです。
トラブルに巻きこまれたら、１人
で悩まず、京都府消費生活安全セン
ター☎075（671）0004、京都府山城
広域振興局
商工観光室
☎0774（21）
2103、ま た
は役場産業
課へご相談
ください。

特殊詐欺被害、最悪の480億円

定員
区　　分 人間ドック・脳ドック併用 脳ドック 人間ドック

国民健康保険加入者 130人 20人 50人
後期高齢者医療制度加入者 25人 5人 10人

補助額・自己負担額
区　　分 婦人科健診 補助額 自己負担額

人間ドック・脳ドック併用
有 49,900 円 21,380 円
無 47,630 円 20,410 円

脳ドック − 22,680 円 9,720 円

人間ドック
有 31,000 円 13,280 円
無 28,730 円 12,310 円

半
日
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
申
込
受
付

※�対象条件を満たさない人、抽選に漏れた人は、6月から始まる特定健康診査
や、がん検診（長寿健康課担当）を受診されることをお勧めします。
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保健予防のコーナー

5月の母子保健
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容
パパ＆ママ教室
(第2回） 14日㈬ 午後1時00分

～1時15分 妊婦と家族 歯科健診、歯と栄養の話、
交流会

2歳6か月児
歯科健診 14日㈬ ①午後1時5分～1時15分

②午後2時～2時10分 平成23年9･10月生まれ
歯科医師による健康診査、
予防指導、身体的・精神的
な発達指導

※乳幼児相談 15日㈭ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相

談

1歳8か月児健診 16日㈮ 午後1時20分
～1時40分 平成24年8月生まれ

医師、歯科医師による健康
診査、身体的・精神的な発
達指導

10か月児健診 19日㈪ 午後1時20分
～1時50分 平成25年6月生まれ 医師による健康診査離乳・保育・栄養などの指導

3～4か月児健診 20日㈫ 午後1時20分
～1時40分 平成26年1月生まれ

医師による健康診査、離乳・
保育・栄養などの指導、ブッ
クスタート

3歳児健診 23日㈮ 午後1時20分
～2時00分 平成22年10月生まれ

医師、歯科医師による健康
診査、身体的・精神的な発
達指導

5月の健診・相談

成人歯科健診 14日㈬ 午後1時00分
～1時30分

40歳以上の人・
妊婦

歯科医師による健康診
査、歯科衛生士による歯
みがき指導

会場は、保健センターです(※は、あいあいホール)。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、
必ずご持参ください。� 問合せ／長寿健康課

町
で
は
、子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
す
べ
て
の
世
代

が
健
康
に
過
ご
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、「
第

2
次
健
康
く
み
や
ま
21
」を

策
定
し
ま
し
た
。
住
民
一

人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
、

地
域
全
体
で
健
康
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

「
健
康
上
の
問
題
で
、日
常
生
活
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期
間
」の
こ

と
を
、「
健
康
寿
命
」と
言
い
ま
す
。

町
の
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
差
は
男

性
で
3.5
歳
、女
性
で
4.3
歳
で
す
。
こ
の
差
が

介
護
を
必
要
と
す
る
期
間
と
な
り
ま
す
。「
第

2
次
健
康
く
み
や
ま
21
」で
は
、こ
の
期
間
を

縮
め
て
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

■
計
画
の
基
本
方
針

「
生
活
習
慣
病
の
予
防
」、「
生
活
習
慣
の

改
善
」、「
生
活
の
質
の
向
上
・
社
会
環
境
の

質
の
向
上
」の
3
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、

計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
や
生
活
習

慣
に
合
わ
せ
て
、目
標
の
設
定
や
取
り
組
み

方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、来
月
か
ら
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

健康くみやま21健康くみやま21
シリーズ

NO.94

心もからだも健やかな　笑顔あふれる健康長寿の
まちづくり

町
で
は
、高
齢
者
を
対
象
と
し
た
事
業
等
を
具

体
的
で
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た「
高
齢
者
あ
ん

し
ん
ガ
イ
ド
」の
平
成
26
年
度
版
を
作
成
し
ま
し

た
。こ

の「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
２
０
１
４
」

を
ご
希
望
の
人
に
、次
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所
／
長
寿
健
康
課
、ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
荒
見
苑
、健
康

セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
ホ
ー
ル問

合
せ
／
長
寿
健
康
課

「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」改
訂
版
を

作
成　

希
望
者
に
窓
口
で
配
布

■平成22年の平均寿命・健康寿命

久御山町 80.2

3.5歳
76.7

80.2
76.6

79.6
76.3

（男性）
（歳） （歳）

74.0 76.0 78.0 80.0 82.0

京都府

平均寿命 健康寿命

全国

3.6歳

3.3歳

久御山町

資料：国勢調査生命表　介護保険事業状況報告

86.7

4.3歳
82.4

86.6
82.1

86.4
82.2

（女性）

80.0 82.0 84.0 86.0 88.0

京都府

全国

4.5歳

4.2歳

1歳8か月児健診（4月18日）で
見つけたかわいい笑顔です。

「第2次健康くみやま21」を策定
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す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

地
区
名
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

　佐
山
　　
中
塚
　
智
也
・
中
塚
　
貴
英

　　〃
　　
　
武
田
　
雅
史
・
武
田
　
弘
美

　佐
古
　　
奥
田
　
能
匡
・
奥
田
志
緒
里

　田
井
　　
石
橋
　
俊
史
・
石
橋
　
素
子

　　栄
　　　
山
中
　
基
宏
・
山
中
　
亜
美

　　〃
　　
　
松
井
　
哲
也
・
松
井
菜
美
子

	

島
田	

嶋
田
　
美み
こ
と琴	

智
史
・
一
美

	

〃	

多
田
　
奏か
の
ん音	

幸
満
・
彩

	

相
島	

岡
本
　
海か
い
せ
い聖	

耕
治
・
眞
理
子

	

佐
古	

井
上
菜な

な

こ
々
子	

正
貴
・
め
ぐ
み

	

林	

佐
藤
　
智と
も
や也	

優
太
・
な
つ
き

	

市
田	

田
中
　
緑ろ
っ
か架	

久
士
・
由
貴

	

下
津
屋	

松
﨑
こ
こ
ろ	

秀
樹
・
咲
子

平成26年3月15日から4月14日までの受付分（敬称略）

今年の小学校新一年生は、御牧小35人、佐山小71人、東角
小51人の合計157人。たくさんの在校生のお兄さんやお姉
さんに見守られる中、少し緊張した表情をしていましたが、担
任の先生から自分の名前が呼ばれると元気な声で返事をし
ていました。
4月4日には保育所の入所式、10日は幼稚園の入園式がお
こなわれました。新しい生活をスタートした園児や児童の表
情を追ってみました。

新しい生活スタート  入園・入学式

▲在校生からお祝いの言葉（東角小学校）

▲在校生の拍手に迎えられて入場（佐山小学校）

▶
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
て（
東
角
小
学
校
）

▶
先
生
た
ち
が
劇
で
歓
迎（
佐
山
保
育
所
）

婚
結
ご
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わがやの

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

４月６日、東一口前川堤で「桜のつどい」が開かれました。この日は少
し肌寒い天候でしたが、町内外の多くの花見客が「京都の自然200選」
にも選ばれている満開となった前川堤の桜を楽しんでいました。
昨年のつどい終了後、左岸の桜が植え替えられましたが、前川堤桜
並木愛護会の皆さんの手入れによって今年もみごとな桜が開花しま
した。
同じ日、「旧山田家住宅」の一般開放もおこなわれ、約300人の来場者
でにぎわっていました。

嶋田　美
み お

桜・美
み こ と

琴・海
か い と

仁ちゃん
（1歳10か月・1か月・1歳10か月）

双子に妹が仲間入り。
3人仲良く、すくすく元気に育ってね！

満開の桜楽しむ

▶
多
く
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
う
前
川
堤（
桜
の
つ
ど
い
）

▶
住
宅
内
を
見
学
す
る
家
族
連
れ（
旧
山
田
家
住
宅
一
般
開
放
）

▲�先生の話に耳を傾
ける
　（御牧幼稚園）

▶�名前を呼ばれて元
気よく返事

　（御牧小学校）

東一口桜のつどい

▲少し照れながら入場（御枚小学校）

井
町
　
菜な

な名
ち
ゃ
ん

山
岡
　
こ
こ
ね
ち
ゃ
ん（

1
歳
11
か
月
）

（
1
歳
9
か
月
）

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
！！

元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
！！

い
つ
も
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
感
動
を

あ
り
が
と
う
！　

大
好
き
だ
よ
。
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町
で
は
、平
成
27
年
1
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装(

以
下「
プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
」と

し
ま
す)
の
分
別
収
集
を
開
始

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、燃
や
さ
な
い
ご
み

の
約
6
割
を
占
め
る
プ
ラ
マ

ー
ク
製
品
の
う
ち
、簡
単
な
洗

浄
で
汚
れ
が
落
ち
る
も
の
を

“
資
源
ご
み
”と
し
て
分
別
収

集
す
る
こ
と
で
、ご
み
の
減
量

と
再
資
源
化
を
一
層
進
め
る

た
め
に
、城
南
衛
生
管
理
組
合

管
内
の
3
市
3
町
で
一
斉
に

取
り
組
む
も
の
で
す
。

■�“
プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
”
っ
て

何
？

　

食
料
品
や
日
用
品
を
入
れ

た
り
包
ん
だ
り
し
て
い
る「
容

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

ご
家
庭
等
で
飼
わ
れ

て
い
る
生
後
91
日
以
上

の
犬
は
、法
律
に
よ
り
生

涯
に
1
回
の
登
録
と
毎

年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、環
境
保

全
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
は
、犬
だ
け
で
な
く
人
間
や
野
生
動

物
に
も
感
染
す
る
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す
。

必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

京
都
府
営
水
道
の
施
設
公
開

　

日
時
／
5
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
4

時(

雨
天
決
行
）　

場
所
／
宇
治
浄
水
場（
宇
治

市
宇
治
下
居
64
地
内
）JR
宇
治
駅
か
ら
徒
歩
15

分　

※
駐
車
場
の
収
容
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た

め
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
内

容
／
浄
水
場
施
設
の
見
学
、パ
ネ
ル
展
示
、浄
水

処
理
の
実
験
実
演
、水
質
検
査
体
験
な
ど
。
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
水「
京
都
の
水
」無
料
配
布　

問
合

せ
／
京
都
府
営
水

道
事
務
所「
広
域

浄
水
セ
ン
タ
ー
」

☎
／
０
７
７
４

（
２
４
）
１
５
２
１�

申
込
不
要

器
」
や「
包
装
」
で
、
通

常
、プ
ラ
マ
ー
ク　

�

が

つ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

【
対
象
に
な
る
商
品
例
】

①�

カ
ッ
プ
麺
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、プ
リ
ン
等
の
カ

ッ
プ
容
器

②�

パ
ン
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、お
菓
子
な
ど

の
袋

③�
た
ま
ご
や
弁
当
、総
菜
、ハ
ム
等
が
入
っ
て
い

た
容
器
・
ト
レ
イ

④�

果
物
・
家
電
製
品
等
を
保
護
す
る
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
や
野
菜
・
果
物
の
保
護
ネ
ッ
ト
、レ

ジ
袋

⑤�

食
用
油
や
洗
剤
、シ
ャ
ン
プ
ー
、リ
ン
ス
、化

粧
品
、う
が
い
薬
・
目
薬
等
の
容
器

■�

12
月
末
ま
で
は「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
の
分
別
収
集
は
、平
成
27

年
1
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
今
年
12
月
末
ま
で

は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、27
年
1
月
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
リ
サ
イ

ク
ル
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
る「
発
泡
ト
レ

イ
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」も
プ
ラ
マ
ー
ク
製
品

と
し
て
収
集
を
お
こ
な
い
、名
称
も「
発
泡
ト
レ

イ
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」か
ら「
プ
ラ
マ
ー
ク
製

品
」に
変
更
し
ま
す
。

■�

住
民
説
明
会
な
ど
で
分
別
方
法
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
の
分
別
収
集
開
始
に
伴

い
、ご
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
分
別
方
法
の
一

部
が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、町
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、ご
協
力
を
得
て
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る

よ
う
、住
民
説
明
会
の
開
催
や
公
共
施
設
で
の

プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
の
展
示
、啓
発
チ
ラ
シ
の
配

布
、広
報
誌
に
関
連
記
事
を
掲
載
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
、減
量
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

来
年
１
月
か
ら「
プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
」は
分
別
収
集
！

●
分
別
の
徹
底
で
、“
ご
み
”か
ら“
資
源
”へ

プラマーク製品にはこの
マークがついています。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
気
温
が
高
く
、風
の
弱
い
日

に
発
生
し
や
す
い
大
気
汚
染
で
、子
ど
も
を
中
心
に
、

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、の
ど
が
痛
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
近
年
は
夏
に
限
ら
ず
、5
月
に
注
意
報
が
発

令
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

注
意
報
や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
時
は
、消
防
本
部

に
吹
き
流
し
を
掲
出
す
る
な
ど
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、軽
視
せ
ず
、な
る
べ
く
屋
外
に
出
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

症
状
が
出
た
と
き
は
、目
を
洗
っ
た
り
、う
が
い
を

し
て
安
静
に
す
る
と
と
も
に
、京
都
府
山
城
北
保
健

所
☎
０
７
７
４(

２
１)

２
９
１
３
ま
た
は
環
境
保
全

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

Ｐ
Ｍ
2.5
に
係
る
注
意
喚
起

　

Ｐ
Ｍ
2.5
と
は
、大
気
中
に
浮
遊
す
る
直
径
2.5
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
微
小
粒
子
状
物
質
で
、肺
の

奥
深
く
ま
で
入
り
込
み
や
す
い
こ
と
な
ど
か
ら
、ぜ

ん
そ
く
や
気
管
支
炎
な
ど
の
人
へ
の
健
康
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
、Ｐ
Ｍ
2.5
の
1
日
の
平
均
値
が
1
立

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
70
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
注
意
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。町
内
で
は
久
御
山
中
学
校
で
測
定
さ
れ
て
お
り
、

山
城
エ
リ
ア
の
Ｐ
Ｍ
2.5
注
意
喚
起
の
状
況
は
京
都
府

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

【
注
意
喚
起
の
内
容
】

　

▼
屋
外
活
動
を
控
え
る
▼
屋
外
で
の
長
時
間
の

激
し
い
運
動
や
外
出
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
▼
屋

内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を
必
要
最
小
限

に
す
る
▼
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の
あ
る
人
、

お
年
寄
り
、子
ど
も
等
は
、体
調
に
応
じ
て
よ
り
慎

重
に
行
動
す
る
。�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

JR宇治駅○

○宇治警察署

●宇治浄水場

至太陽が丘

宇治市役所○



平成26年5月1日くみやままちの総合情報誌  広報21

環境保全のコーナー 5月のごみ・し尿収集日

4月1日現在  久御山町の人口  16,459人（男8,173人、女8,286人）  世帯数 6,791

燃やすごみ

月・木
佐古、新開地、佐山、籾池、
双栗、市田、鈴間、田井、荒見、
下津屋、下津屋サンハイツ、
島田、東島田、森、坊之池、
野村、村東

火・金

松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、栄 1．2 丁目、
栄 3．4丁目、ハイツ西宇治、
清水、林、西武西林、ミサワ林、
大橋辺、北川顔、藤和田、近
協パレス、中島、西一口、東
一口、相島、下津屋団地、東
佐山団地、久御山団地（17 棟
～29 棟前のごみ集積所）

水・金
久御山団地（3 棟～ 5 棟、7 棟、
10 棟～14 棟、34 棟～ 41棟、
43 棟～ 44 棟前のごみ集積
所）

燃やさないごみ

月
松陽台、サンタウン佐山、佐
山サンハイツ、大橋辺、北川
顔、藤和田、近協パレス、中島、
西一口、東一口、相島

火 佐古、新開地、佐山、籾池、
双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木
栄 1．2丁目、栄 3．4丁目、清水、
ハイツ西宇治、林、西武西林、
ミサワ林

金
田井、荒見、下津屋、下津
屋サンハイツ、下津屋団地、
島田、東島田、坊之池、森、
野村、村東

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

7日
（第1水曜日）

21日
（第 3 水曜日）

14日
（第 2 水曜日）

28日
（第 4水曜日）

使用済み天ぷら油

14日（第 2 水曜日）

※指定の場所に、油の入っていた容器
　等に入れて出してください。

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、
城南衛生管理組合☎ 075（631）5171へ連絡してください。

5月20日（火）
6月10日（火）

藤和田・島田・東島田・東一口（国道
1号以東）・森（国道1号以東）・森村東
（国道 1号以東）・野村・野村村東・佐
山・新開地・佐古・清水・林・市田・田
井・荒見・下津屋

5月21日（水）
6月11日（水）

大橋辺・北川顔・坊之池・森（国道 1
号以西）・森村東（国道 1号以西）・西
一口・中島・相島

5月1日（木）
5月26日（月） 東一口（国道 1号以西）

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎631-9991/45-3922
somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

長寿健康課 ☎631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

行財政課 ☎631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保医療課 ☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター�いきいきホール

ふれあい交流館�ゆうホール

子育て支援センター�あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター�荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966
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た
重
量
感
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
と
比
べ
て
、葉
の
巻

き
方
が
ゆ
る
く
内
部
ま
で
緑
黄
色
を
し
た
春
キ
ャ

ベ
ツ
は
水
分
が
多
く
、
葉
が
や
わ
ら
か
い
の
で
生

食
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

春
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
生
産
量
は
少
な
い
も
の
の
人

気
が
高
く
、
出
荷
し
た
途
端
に
売
り
切
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
。
生
産
者
は
朝
ま
だ
暗
い
４
時
頃
か
ら
収

穫
作
業
を
始
め
、
７
時
に
は
出
荷
。
５
月
の
初
め

に
は
店
頭
に
並
び
そ
う
で
す
。
青
虫
な
ど
の
食
害

が
問
題
で
、
虫
が
つ
く
前
に
収
穫
し
な
い
と
食
べ

尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

栄
養
面
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｕ
、

カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
や
食
物
繊
維
を
豊
富
に

含
ん
で
お
り
、
胃
腸
の
調
子
を
整
え
る
効
果
や
肌

の
張
り
や
き
め
を
整
え
る
効
果
、
イ
ラ
イ
ラ
を
鎮

め
る
効
果
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

生
産
者
の
方
は
、「
鍋
で
食
べ
て
も
お
い
し
い

が
、
葉
が
や
わ
ら
か
く
生
で
食
べ
る
と
絶
品
の
お

い
し
さ
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◆

　
「
と
れ
と
れ
野
菜
直
送
便
」
は
、久
御
山
の
野
菜

の
魅
力
を
、
農
産
物
直
売
所
運
営
協
議
会
の
ご
協

力
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

くみやま

⑩

春キャベツ

ヘルシークッキング vol.184 キャベツのアーモンド和え

作り方

① 

②

③

キャベツは粗目の千切りに
し、熱湯で茹でて水に取り、
水気を絞っておく。
小松菜も熱湯で茹でて水に取
り、水気を切ったら３～４㎝
の長さに切る。
キャベツと小松菜はＡで下味

をつけ軽く絞る。
アーモンドはフライパンで乾
煎りし、厚手の袋に入れてす
りこ木で叩いて砕き、さらに
細かくすり鉢ですっておく。
④にＢを加え、③の野菜を和
える。

④

⑤

この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用していますこの広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

や
わ
ら
か
く
、
生
食
に
最
適
な

万
能
野
菜

　

ず
っ
し
り
と
し
た
重
み
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ
の
キ
ャ
ベ
ツ
で

す
が
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
や
わ
ら
か
く
巻
い
て
お
り
、
生
食

に
向
い
て
い
ま
す
。
久
御
山
町
で
は
、
北
川
顔
や
西
一
口
な

ど
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

エネルギー
74 キロカロリー／１人分
塩分　　　　　  0.7 グラム

　ナッツ類の油は良質でコレステ
ロールを下げる働きがあります。
しかし、高カロリーで塩分を含む
ものも多いので、適量を守りなが
ら食べましょう。

長寿健康課

　

キ
ャ
ベ
ツ
は
食
卓
に
出
て
く
る
大
変
メ
ジ
ャ
ー

な
野
菜
で
、
品
種
改
良
が
重
ね
ら
れ
種
類
も
豊
富

で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
冬
キ
ャ
ベ
ツ

は
、
葉
が
し
っ
か
り
と
巻
か
れ
て
ず
っ
し
り
と
し

●材料（４人分）

キャベツ
小松菜
アーモンド

200g
100g
30g 砂糖

しょうゆ
だし汁

大さじ 1
小さじ２
大さじ２

B

砂糖
しょうゆ

小さじ 1/2
小さじ１A

▲
5
月
の
出
荷
を
控
え
生
長
す
る
キ
ャ
ベ
ツ

平
成
26
年
5
月
1日
号

☎
075（
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